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Asahikawa City School-Community Partnerships

コミュニティ・スクールと
地域学校協働活動の
一体的な推進について

地域とともにある学校づくり推進フォーラム2025 千葉 文部科学省行政説明資料から 一部加筆
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資料３



活動活動仕組み仕組み

※学校と地域住⺠等が⼒を合わせ、
一体となって
特色ある学校づくり・地域づくり
を進めていくことができる

目標や課題の共有
【目指す子ども像・大人像・学校像等】
【学校・地域・家庭・子どもの課題】
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従来の学校と地域の連携体制
を基盤として

組織的・継続的な連携・協働
体制を整備する

地域と学校が相互にパートナーとして
連携・協働して⾏う様々な活動

◎人が変わっても、続いていく体制
目標を共有し、役割と責任に応じて、活動する

目指す
地域像・大人像・子ども像

【ビジョン】
学校・地域・家庭の

それぞれの役割と責任

【ミッション】
無理をしない
出来ることを出来る人が

【アクション】

地域全体で子どもたちの

学びや成長を支える
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地域学校協働活動とは



学校を核とした地域づくり
学校という場を核とした協働の取組を通じて、
地域の将来を担う人材を育成し、
⾃⽴した地域社会の基盤の構築・活性化を図る

パートナーとして
双方向の関係づくり

地域住⺠が連携・協働の取組へ参画
地方創生の実現

一方的に
地域が学校を

応援・支援する関係

H29上川教育研修センター
研修講座
「学校・家庭・地域の連
携」北海道教育庁学校教
育局
義務教育課
子ども地域支援グループ
行政説明から一部改変

学校支援 コミュニティ・スクール スクール・コミュニティ
地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり
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学
校
と
地
域
が
ど
ん
な
子
ど
も
を
育
て
る
か
、

必
要
な
支
援
は
何
か
を
協
議

実
際
の
支
援
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

企画
部隊

実働
部隊

地域学校協働活動推進員を学校運営協議会委員に
旭川市学校運営協議会規則（第4条の３）では、「対象学校の運営に資する活動を⾏う者」となっているが、
国の法律（地方教育⾏政の組織及び運営に関する法律〈第47条の5の２の３〉）では、
「地域学校協働活動推進員その他の対象学校の運営に資する活動を⾏う者（一部抜粋）」と
学校運営協議会委員に、地域学校協働活動推進員が位置付けられている。

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進

旭川市では
既存のネットワーク・
組織を活用

地域とともにある学校づくり推進フォーラム2025 千葉 文部科学省行政説明資料から 一部加筆
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令和８年度地域と学校の連携・協働体制構築事業担当課説明会（オンライン）資料から

地域コーディネーターの姿勢
• 学校運営協議会、地域まちづくり推進協議
会に参画する
• 地域や学校のニーズ、課題を把握する
• 地域の各団体・個人とのつながりを深める
• ⾃らサポートするのではなく、コーディ
ネートする
• 活動を押しつけない
• 学校や団体からの要請を待つ

モデル地域
（中学校区）

地域コーディネーター
(地域学校協働活動推進員)

【学校と地域の橋渡し】
１年目

〇社会教育部職員
地域住⺠等

２年目
〇地域住⺠等
社会教育課職員

地 域
地域

まちづくり
推進協議会

多様な団体

様々な活動

学 校

地域住⺠

学校運営
協議会

CSの取組
地域資源を活用
した教育活動

児童・生徒
保護者
教職員

参画 参画

地域連携担当教職員

地域資源

旭川市における地域学校協働活動の推進体制について

未モデル地域
学 校
学校運営
協議会

CSの取組
地域資源を活用
した教育活動

児童・生徒
保護者
教職員

地 域
地域

まちづくり
推進協議会

様々な活動

地域住⺠
多様場団体

地域資源

地域コーディネーター
未配置

旭川市地域学校協働活動統括本部
【事務局︓教育委員会社会教育課】

・地域学校協働活動の統括
・関係部局との調整
・事業関係者の情報交換や資質向上を図る研修の実施
・各モデル地域間の連絡・調整
・伴走支援地域への支援
・モデル地域以外への啓発

統括コーディネーター
社会教育主事等

未モデル地域のコーディネート
統括コーディネーターが相談に応じ、
可能であれば対応

• 地域コーディネーターの確保状況に応じ、モデル地域（中学校区）を設定
モデル地域の期間は2年間とし、地域住⺠等が教育委員会職員と一緒に
コーディネートしていくことで、地域住⺠等がコーディネートできる体制
づくりを⾏う

• 順次、新たなモデル地域を設定（年３中学校区程度）し、将来的には全市
的な展開を目指す

• モデル地域終了後は、伴走支援地域となり、社会教育部職員が伴走支援を
しながら、地域住⺠等がコーディネートしていく。

• 地域コーディネーターには、活動に応じた謝⾦を支給予定（上限有り）

社会教育部職員が
伴走支援する社会教育部職員が

地域コーディネーターを担う
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教員等が
連絡調整

• 地域コーディネーターを学校運営協議会及び
地域まちづくり推進協議会に委員又は
オブザーバーとして位置付ける
• 地域連携担当教職員の位置付け

伴走支援地域
学 校
学校運営
協議会

CSの取組
地域資源を活用
した教育活動

児童・生徒
保護者
教職員

地 域
地域

まちづくり
推進協議会

様々な活動

地域住⺠
多様場団体

地域資源

地域コーディネーター
地域住⺠等

参画

地域連携担当教職員



旭川市における地域学校協働活動コーディネーターについて

旭川市地域学校協働活動統括本部
【事務局︓教育委員会社会教育課】

・地域学校協働活動の統括
・関係部局との調整
・事業関係者の情報交換や資質向上を図る研修の実施
・各モデル地域間の連絡・調整
・モデル地域以外への啓発

統括コーディネーター
社会教育主事

（社会教育課主幹）

地域コーディネーター（複数所属有）年度対象校中学校
区モ

デ
ル
地
域

地域の方 ３名
学校運営協議会委員、
地域まちづくり推進協議会委員、
社会福祉協議会委員

社会教育課
２名R6〜7

東町小
豊岡小
光陽中

光 陽

地域の方 ２名
学校運営協議会委員、
PTA役員

社会教育課
２名R6〜7

永山小
永山東小
永山⻄小
永山中

永 山

地域の方 ３名
学校運営協議会委員
地域まちづくり推進協議会委員、
公⺠館（指定管理）館⻑

社会教育課
2名R6〜7⻄神楽小

⻄神楽中⻄神楽

地域の方 ２名
学校運営協議会委員、
地域まちづくり推進協議会委員

社会教育課
２名R7〜8

共栄小
東栄小
東陽中

東 陽

地域の方 4名
学校運営協議会委員
地域まちづくり推進協議会委員

社会教育課
２名R7〜8

神居東小
雨紛小

神居東中
神居東

Ｒ７年度モデル地域
Ｒ７年度伴走支援地域

地域コーディネーターモデル
地域対象校中学校

区伴
走
支
援
地
域

地域の方 7名
学校運営協議会委員、市⺠委
員会役員、地域まちづくり推
進協議会委員、⺠生児童委員、
包括支援センター職員

R3〜6旭川小
旭川中旭 川

地域の方 １名 公⺠館職員
市⺠委員会役員、公⺠館職員R3〜6

神楽小
神楽岡小
神楽中

神 楽

地域の方 ２名
学校運営協議会委員、地域ま
ちづくり推進協議会委員

R3〜6高台小
春光台中春光台

地域の方が地域コーディネーター
社会教育部職員が伴走支援する
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社会教育部職員が地域の方とともに
地域コーディネーターを担う

Ｒ８年度予定
伴走支援地域 ６地域
モデル地域 ６地域

地域コーディネーターの姿勢
• 学校運営協議会、地域まちづくり推進協議会に参画する
• 地域や学校のニーズ、課題を把握する
• 地域の各団体・個人とのつながりを深める
• ⾃ら活動するのではなく、コーディネートする
• 活動を押しつけない
• 学校や団体からの要請を待つ

つなぐ
DO CAN

土 管

教職員

地域連携担当
教職員

地域資源を活用し、
子どもの学びや体験
を充実させる 地域住⺠

(ボランティア)
〇〇中学校区地域学校協働本部

【緩やかなネットワーク】

子どもの学びを支援し、
いきがいづくり、
担い手づくりに
つなげる

地域コーディネーター
地域学校協働活動推進員
社会教育部職員

統括コーディネーター
（社会教育部の社会教育士・社会教育主事）

推進計画の⽴案や各地区の連絡調整などを⾏い、
旭川市全体の推進体制を構築する

旭川市地域学校協働活動統括本部 ※地域内で
マッチングが
困難な場合

他地域
地域住⺠

募集

参加報告

調
整
結
果
回
答

頼

他
地
域
調
整
依
頼

旭川市における地域協働活動の統括
・各本部の活動や体制づくりへの助言
・市全体の地域資源（企業、団体等）の発掘
・地域コーディネーター間の連絡調整
・地域住⺠の理解促進
・地域コーディネーターの育成、発掘
・未実施地域における情報提供や助言 など

地域と学校をつなぐキーパーソン
・地域連携担当教職員との連絡調整
・地域住⺠との連絡調整、要望確認
・地域住⺠への募集依頼、連絡調整
・学校への依頼、連絡調整
・実情に応じた活動の企画提案
・地域人材、資源の発掘
・企業や団体との連携推進 など

要
望
確
認

連
絡
調
整

依頼･回答

学校内において、地域との連携・
協働の推進を担う教職員
地域連携に関する
・計画作成、見直し
・校内のニーズ把握
・校内研修の企画、実施
・地域の情報を校内へ発信
・地域からの要望の対応調整など

要
望
確
認

連
絡
調
整

学校と地域をつなぐコーディネートの流れ
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※既存の組織や
ネットワーク
を活用



○地域事情に応じた課題の共有や解決に向けた方策
について意⾒交換を⾏う場

◆まちづくり推進プログラムの作成及び精査
理想の地域像、未来の大人像、解決すべき地域課題を設定

◆地域学校協働活動本部機能

・地域住⺠や関係団体への周知協⼒
サポーター募集案内、活動報告の配布等

・コーディネーターへの情報提供 など
地域の人材や活動などの情報を提供

「幅広い地域住⺠や団体等の参画により
形成された緩やかなネットワーク」

地 域
地域住民・
関係団体

【サポーター】

実行委員会
の活動

様々な
地域の活動

◆地域のイベント・祭り、
清掃活動、⾒守り活動など、
子どもたちが関わる多様な活動

（各学校に設置）

◆学校運営の基本方針の承認
「学校が目指していること」が、
「地域が目指していること」との違いがないか

コミュニティ・スクール（CS)

学校運営協議会を設置した学校

○地域と連携した学校教育について話し合う場
「特別職の地方公務員」

これからの学校に求められること【学習指導要領前⽂より】
一人一人の児童・生徒が次のことをできるようにする

・⾃分のよさや可能性を認識する
・あらゆる他者を価値ある存在として尊重する
・多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓く
・持続可能な社会の創り手となる

持続可能な社会の創り手（地域の担い手）の育成

 地域学校協働活動の提案
 学校や地域住⺠、関係団体等

との連絡・調整
 サポーターの募集・確保
 地域住⺠への情報提供
 事務処理や経費処理

児童・生徒
保護者 学 校

社会に
開かれた
教育課程
の実現

市⺠生活部 地域活動推進課
地域まちづくり推進協議会の設置
【子ども 生き生き 未来づくり 】
【地域 いきいき 温もりづくり】

学校教育部 教育政策課
学校運営協議会の設置
コミュニティ・スクールの推進
【地域とともにある学校づくり】

社会教育部 社会教育課
地域学校協働活動推進員の配置
地域学校協働活動の推進
【学校を核とした地域づくり】

参 画

地域学校協働活動推進員
(地域コーディネーター)

課題解決
多様な活動

地域の考え
を発信

学校の方向性
を共有

目指す姿
方 策

ＣＳの
取組

◆授業、総合的な学習の時間、
学校⾏事、
部活動・クラブ活動など、
地域資源を活用した
教育活動

○地域と学校が連携・協働して⾏う様々な活動

学校を
核とした
地域づくり

こども
まんなか
社会の実現
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地域まちづくり推進協議会
市民委員会など

地域学校協働活動

コーディネーター

令
和
３
年
度
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ムin

あ
い
ち
」

Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー

大
谷

裕
美
子
氏
事
例
発
表
資
料
を
参
考

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進

学校運営協議会

学 校

地 域

コーディネーター

企 画
方向性を決める

活 動
実際に動く

調 整
進度を調整する

地域学校協働活動

共通の目標

ビジョン

目指す姿

目指す 大 人 像

目指す 子ども像

目指す 地 域 像

目指す 学 校 像

目指す姿を
学校と地域で
共有しないと、
進む方向が
異なり、
同じゴールに
たどり着けない



コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進

地域学校協働活動
社会に開かれた
教育課程の実現

学 校 こどもまんなか
まちづくり

地 域

◎子どもの課題解決のために、地域の力を活用
◎地域の課題解決のために学校でできること

・授業や行事として
・子どもたちへの周知協力
・地域行事への協力 など

◎子どもの課題解決のために、学校と一緒に
◎学校の課題解決のために地域でできること

・ボランティアや講師として
・地域の力や資源を学校に提供・調整
・元気づくり・生きがいづくりに など

一緒に
できる
こと
は︖

熟 議

学校運営協議会
学校の活動
について
考える場

目指す姿
•理 想 子ども像 大人像 学校像 地域像

課 題
•困っていること 子ども 学 校 地 域 家 庭

解決する
ために

•できること 子ども 学 校 地 域 保護者

学校での
活動

•具体的な活動へ 教科や行事 地域の関わり 地域のメリット など
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地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）

・学校運営協議会委員や
オブザーバーとして参画

・話し合ったことを活動につなげる

◎そのために必要なこと
地域住⺠（子ども・大人）の

当事者意識

学校職員の
地域の担い手
を育てる意識

地域の将来を担う
人材の育成

地方創生･
地域活性化

○「地域とともにある学校」への転換
地域住⺠等と目標やビジョンを共有し、
地域と一体となって子どもたちを育む

○「学校を核とした地域づくり」の推進
学校を核とした協働の取組を通じて、地域の将来を担う人材を育成し、
⾃⽴した地域社会の基盤の構築を図る
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地域と学校の連携・協働を推進するためのポイント



おわりに

こ ど も学 校

社会に開かれた
教育課程

地 域

こどもまんなか
まちづくり

学校での教育活動
• 地域の人や資源を活用
• 学校や地域、子どもの
課題解決のきっかけ

子どもの学び（体験）
を支える意識づくり
子どもを中心とした
地域⾏事等 を考える

15

心⾝の成⻑
郷土愛の醸成
地域の担い手となる
意識の醸成

子どもたちの育ちや学校を核とした地域づくりのために

学校職員の
地域の担い手
を育てる意識

地域住⺠の
当事者意識

(手伝い⇒主体)

おわりに

出 力

反応、⾏動
入 力

刺激、体験、情報

係 数 ＝ 現実の重み

価値観、興味関心、感情など

脳の一次方程式

Y=aX
同じ体験をしても、
体験に対する価値観・興味関心・感情などが
プ ラ ス であれば、好意的な反応・⾏動
マイナスであれば、否定的な反応・⾏動
０(ゼロ)であれば、無関心・無視

バカの壁 養老孟司著 新潮新書 2003 から
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適切な価値観や興味関心
などを育てることが重要

⾏動を促すためには

•子どもが活躍できる場を創り出す

•友達や近所の大人に褒められるきっかけを創る

•子どもと将来の夢や人生について語る

人間
関係

•学校・家庭・地域での体験機会を増やす
多様な
体験

•愛情や絆を育む

•熱中できる環境を整える

体験
の質

子どもの頃の体験が大切

体験の風を起こそうリーフレット
「社会を生き抜く力【令和５年度更新版】」

国立青少年教育振興機構 から
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主 な 活 動

※太字は、地域コーディネーターが関わった活動

コーディ
ネーターが
関わった
事業数

講師や
サポーター
となった
地域住⺠の
延べ人数

地域住⺠が
講師や
サポーター
となった
事業数

実施回数
(毎日や
随時実施
は175回
と想定)

対象
児童生徒数事業数モデル地域

学校の教育課程外学校の教育課程内
クリーングラウンドプロジェクト、
旭山夜桜祭りポスター制作、
JA東旭川⻘年部「農」絵画コンクール、
旭山動物園のオープニング演奏、
花と野菜の苗植え、花壇整地、清掃活動、
旭川神社招待演奏、旭川神社コンサート、
東旭川盆踊り大会、東旭川ふれあい祭り演奏、
地域包括センター広報展示

あさひやまなんでもクラブ、
放課後学習支援、
総合学習「東旭川食べ歩きマップ」作成、
職場体験学習・職業講話、福祉学習、
人権教室、学校祭

2事業155人12事業53回1、648
人20事業旭川

中学校区

登下校の⾒守り、すずらん文庫贈呈式、
絵本の読み聞かせ、神楽岡地区大運動会、
神楽岡ふれあい祭り、フロアカーリング大会、
福祉除雪ボランティア

交通安全教室及び交通安全呼び掛け運動、
昔の遊びを教えてもらおう、町たんけん、
店ではたらく人、⾒守りＤＡＹ、
地域貢献活動、職場体験学習、保育園訪問

3事業93人7事業208回2、502
人16事業神楽

中学校区

やどりぎの丘コンサート
春光台未来プロジェクト

フラワーロード、千羽鶴寄贈、
福祉体験学習、職場体験学習5事業162人10事業34回1、180

人10事業春光台
中学校区

登下校の⾒守り、
プール管理人・監視員の募集、
交通安全指導、新校舎⾒学

理科の授業支援、職業体験学習7事業134人8事業8回1、444
人8事業光陽

中学校区
登下校の⾒守り、
防犯パトロール（下校時の⾒守り）、夏祭り、
雪あかり（冬まつり）、永山とんでん祭り

キャリア教育、校外学習、プール清掃、
体⼒テスト、校区探検、大学探検、
調理実習、地域のオタスケマン

8事業207人12事業57回2、060
人14事業永山

中学校区
スポーツ＆健康イベント、
登下校「ながら⾒守り」、
ホタル祭りin⻄神楽、⻄神楽地区市⺠⽂化祭

スキー学習手伝い、講話、
講話・実技（ダンス）、クリーン⻄神楽7事業89人9事業358回438人9事業⻄神楽

中学校区

32事業873回58回722回9、341
人77事業合計

地域学校協働活動の実施状況
モデル地域における地域学校協働活動の活動状況（R6アンケート調査から）

モデル地域の事例【学校から地域へのアプローチ】

◆登下校ながら⾒守り
•学校の課題解決に、

地域の⼒を活用
•子どもを⾒守る目を増やす
•地域住⺠と子どもたちの接点に

事故や犯罪が
起きにくい環境

顔の⾒えるつながり

学 校
学校運営協議会

地 域
地域まちづくり推進協議会
PTA、公⺠館

• 学校運営協議会で上がった課題について、
学校と地域が連携して解決に向けた取組を
⾏うことができた。

学校運営協議会
•学校から、子どもた
ちの登下校時の交通
事故等が心配。

•地域まちづくり推進
協 議 会 で 周 知 及 び
協⼒依頼

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

•学校運営協議会にお
いて取組の確認
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登下校時間帯に合わせて、何かをしながら子どもたちを
⾒守る「ながら⾒守り」を提案し、調整依頼を受ける。

募集チラシ、登録様式、登録証の作成

•各委員が所属団体(市
⺠委員会・PTA等)に
周知

•地域まちづくり推進
協 議 会 で 周 知 及 び
協⼒依頼

公⺠館
•登録受付・
•登録証発⾏

学校運営協議会
•名簿管理

地域住⺠が、無理な
くできる範囲で実施



モデル地域の事例【学校から地域へのアプローチ】

◆放課後学習

•学校の課題解決に、
地域の⼒を活用

•教員志望の大学生の経験に
•児童の学⼒向上に
•教員の働き方改革に

児童の学⼒を
地域が支える

学 校
小学校

地 域
地域の元教員
旭川大学教職ゼミ

• 児童の学習意欲を高めるきっかけとなった
• 地域の方や大学生と児童の交流が図られた
• 大学生が経験を積むことができた

毎週１回 実施
講師１、PTA１、大学生２〜3名

•週1回、希望児童
のい放課後学習を
実施したいので、
教えてくれる方を
探してほしい

•地域の元教員に協
⼒要請し、学校に
紹介

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学校と大学をつなぐ

•元教員の合意が得
られず、「退職教
員等外部人材活用
事業」を活用

•講師を確保できた
が、もう少し手
伝ってくれる方を
探してほしい

•旭川大学教職ゼミ
に協⼒養成

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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モデル地域の事例【学校から地域へのアプローチ】

◆「クラブ活動・なんでもクラブ」

•小学生が地域を知るきっかけに
•小学生に多様な体験を提供
•地域の方の生きがいに
•教職員の働き方改革に

多様な体験の提供
・パラスポーツ ・自然観察
・地域の歴史 ・マジック
・絵手紙 ・地域活動を学ぶ
・高齢者について ・ヨガ
・お⾦について ・伝統芸能（獅子舞）
・移住者から ・

学 校
小学校

地 域
地域包括支援センター
公⺠館サークル
市⺠委員会・⺠生児童委員
学校運営協議会委員 等

• 児童が地域を知るきっかけとなった
• 児童に多様な体験活動を提供できた
• 地域の方の生きがいづくりにつながった
• 地域の方と児童の交流が図られた

クラブ活動「なんでもクラブ」の実施
全９回（６⽉〜９⽉）

• 地域の方と活
動する機会に
したい

• 学校が提供で
きない体験を
させたい

• 活動を体験し
てほしい

• 地域や活動の
ことを知って
ほしい

• 体験内容を検討・提案
• 講師の調整
• 当日の運営

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学校の要望と地域のニーズをつなぐ
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モデル地域の事例【学校から地域へのアプローチ】

◆「道路や地区会館の草取り」

•コロナ禍でも、中止でなく、
できることを検討
•地域の困りごとを
総合的な学習の時間の活動に

地域課題の把握

学 校
中学校

地 域
市⺠委員会

困っていることは
・除雪
・道路の草取り

コロナ禍で、
施設訪問による
地域貢献ができない

受検があるため、冬はできない
草取りがいいのでは

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 市⺠委員会と一緒に、

中学生が、学校周辺の道路や地
区会館の草取りを実施

中学生が地域を好きになるきっかけ
学校と市⺠委員会の連携強化

地域が困っているこ
とを市⺠委員会に聞
いて、活動にしよう

中学生が
地域の困りごとを
支援
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モデル地域の事例【学校から地域へのアプローチ】

◆CM作成
•地域の魅⼒を取材し、動画を
作成
•取材及び動画作成について、
地域住⺠等が講師に
•地域まちづくり推進協議会と
連携し、発信

生徒のICT技術を活用した
地域の魅⼒発⾒と発信
まち協との連携

学 校
中学校

地 域
ケーブルテレビ
街づくり市⺠の会

地域まちづくり
推進協議会

街づくり市⺠の会会員のガイドにより、
おすすめスポットを取材

•総合的な学習の時
間において、地域
のCM作成を⾏い、
学校祭で発表した
い

•動画制作を⾏って
いる企業等を紹介

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

•動画制作につい
て専門家からレ
クチャーを受け
る

•マップを支所でも
掲示

•CM及び、動画の
QRコードを埋め
込んだマップを
作成し、学校祭
で発表

まち協の事業として、中学生が作成し
たマップを元に、リーフレットを作成
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モデル地域の事例【地域から学校へのアプローチ】

◆認知症サポート

地域からの提案に対して、
できないと断るのでなく、
学校ができる代替案を提案し、
Win-Winの関係に 代替案の提案

学 校
中学校

地 域
包括支援センター

中学生にも、「認知
症サポーター」に
なって、地域での⾒
守りの担い手になっ
てほしい

中学生が地域の担い
手になるという想い
は共通しているが、
学校で講座を開くこ
とは難しい

「中学生が地域の担い手に」
という思いは同じ

給食時に、タブレットを活用して、
全校生徒に説明することはどうか

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

「世界アルツハイマーデー」の給食時間に、
包括支援センター職員が、認知症や認知症の
人に出会ったときの対応について、全校生徒
へ説明

「地域の担い手」としての意識が、
中学生に芽生えるきっかけ

地域住⺠が、
学校で直接
子どもたちに周知︕
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モデル地域の事例【地域から学校へのアプローチ】

◆スノーサポート隊

•コーディネーターが、
地域課題と学校をつなぐ
•中学生が、地域の担い手に
•社会福祉協議会と学校との連携

学 校
中学校

地 域
社会福祉協議会

• 中学生が地域の担い手に

部活動で、提供会員に

• 部活動での実施を
検討

福祉除雪サービスの
担い手が不⾜

• 学校に趣旨説明

中学生に担い手になってもらったら
いいのでは

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

旭川市福祉除雪サービス事業「スノーサポート隊」
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モデル地域の事例【地域から学校へのアプローチ】

◆まちなかギャラリー

•生徒が地域の思いを伝承
•地域が生徒の活動機会を提供
•企業が活動場所を提供

地域の歴史
地域の思いを
語り継ぐ

学 校
中学校

地 域
地域まちづくり

推進協議会

地域の記録誌を
学校に提供

• 地域の思いを
語り継ぎたい

• 美術部が絵画
を制作

展示場所の調整等をコーディネーターへ依頼

• 北海道家庭教育サポート企業等制度へ
登録している企業や公⺠館などへ展⽰
協⼒を依頼

• 展⽰パネル等の提供
• 報道依頼

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

• 生徒の郷土愛の醸成の一助となった
• 企業と地域のつながりを構築できた
• 継続的な実施について検討が始まった

まちなかギャラリーの実施
R4.3.17~5.31

６カ所の企業等に１７点の絵画を展⽰

• 生徒に発表機会を
提供したい

• 絵画を地域に展⽰
し、住⺠に⾒ても
らいたい

コロナ禍で、
発表機会が減少
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モデル地域の事例【地域から学校へのアプローチ】

◆未来プロジェクト

•地域の未来のために
子どもたちができることを
考える
•子どもたちの考えを聞き、
地域の大人と子どもたちが
さらに話し合う

児童・生徒が
地域の未来を考える

学 校
小学校
中学校

地 域
SOSネットワーク
旭川大学

• 児童生徒が地域の魅⼒について気付くことが
できた。

• 児童・生徒が地域について考え、⾃分たちが
できることを実践する意識が高まった。

•地 域 ⾏ 事と し て、
子どもたちと春光台
の未来像を考える

小学校
•総合的な学習の時
間で地域の現状を
学び、未来のため
にできることを考
える

中学校
•生徒会が中心と
なり、地域の魅
⼒と心配なとこ
ろを明確にし、
未来のために今
何ができるのか
を考え、実践

•児童・生徒がそれ
ぞれの取組につい
て発表
•大学生が進⾏役と
なり、地域の大人、
児童・生徒、大学
生でグループワー
クを⾏い、地域の
未来について考え
る。
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モデル地域の事例【地域から学校へのアプローチ】

◆健康イベント
•⾝体を動かす機会の増加や健
康意識の向上を図る
•子どもから高齢者まで幅広い
世代のコミュニケーションづ
くりを図る

中学生を
イベントの運営者に

学 校
中学校

地 域
地域まちづくり
推進協議会

• 中学生が地域に関わるきっかけをつくること
ができた

• 高齢者と中学生が交流する機会をつくること
ができた

•中学生の参加が少な
いのが課題

協⼒内容の提案
•生徒の取りまとめ
生徒へ直接募集す
る機会の提供
•当日の部活動中止

•給食時間を活用し、
生徒へ直接募集
•放課後に、生徒へ
の説明及びリハー
サルを実施

•中学性を運営者とし
て関わってもらうこ
とについて、学校に
協⼒依頼

•健康イベントで、ニュース
ポーツコーナーを中学生が
中心となって運営

27

•中学生の参加者が少ない

• 中学生を運営者として参画ることを提案コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー


